
令和５年度 自己評価に関する報告書 

１．幼稚園の教育目標 

 じょうぶなからだでげんきなこ みんなでなかよくあそべるこ ゆたかなこころ、のびのびしたこ 

２．本年度に定めた重点的に取り込むことが必要な目標や計画をもとに設定した学校評価の具体的な目標や計画 

 ・保護者へ子どもたちの園での様子を可能な限り見える化できるよう努力する。  ・園児の学びに向かう力や、社会性を育てるよう心掛ける  

３．評価項目の達成及び取組状況  ①アンケート実施期間：令和６年 3月 対象：令和５年度 在園児保護者 

評価項目 

Ａ：そう思う Ｂ：どちらかというとそう思う Ｃ：どちらかというとそう思わない Ｄ：そう思わない 

結 果 

Ａ Ｂ ※A+B Ｃ Ｄ 

１） お子様について-元気に楽しく幼稚園へ通えている。 84.6％ 13.1％ 97.7％ 3％ 1％ 

２） お子様について-年齢や発達に応じた頑張る力を伸ばすことができた。 81.1％ 17.1％ 98.2％ 2％ 1％ 

３） 職員について-お子様への対応は適切である。 77.1% 20.6％ 97.7％ 2％ 2％ 

４） 職員について-お子様の様子を伝える（写真なども含める）よう努めている。 81.7％ 15.4％ 97.1％ 4％ 1％ 

５） 職員について-お子様の年齢や発達に応じた、経験が出来るように配慮している。 77.0％ 19.5％ 96.5％ 6％ 0％ 

６） 職員について-子ども同士が関わりを持ち、関係が築けるようにしている。 75.4％ 21.1％ 96.5％ 3％ 3％ 

７） 職員について-子どもの年齢や発達に応じ、挨拶やルールを守るよう指導している。 85.7％ 12.0％ 97.7％ 2％ 2％ 

８） 幼稚園について-お子様や遊ぶ環境が、整っている。 90.8％ 8.6％ 99.4％ 1％ 0％ 

９） 幼稚園について-行事の回数などは適切である。 88.6％ 9.7％ 98.3％ 3％ 0％ 

 ②職員に対し、アンケートを実施。結果は、省略。           ※「Ａそう思う、Ｂどちらかというとそう思う」を合格点とし、合計した％を記載。 

４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価考察 

 今年度も目標としてきたことが概ね達成できたとの評価となった。保護者の方々の協力を頂きながら職員一丸となり、保育を進めてきた結果だと思う。良い評価

の一方、達成できていないとの評価が昨年度より多くなってしまった。アンケートのみでは原因が不明確であるが、改善すべき点は改善し、来年度もより良い保育

を目指していきたい。コロナ禍が明けたので保護者との連携を密にとり、次年度は、保護者の子ども理解が深められるよう、行事を工夫する必要があるのではない

かと思う。今後も、沢山の経験をもとに、自ら考え行動・発言をすることが出来る園児像を目指し、保育を行っていきたい。 

 職員の評価では、今年度も研修の成果を出し切れていないことが課題となった。研修のみならず日々、保育研究を行い、職員全員でボトムアップが出来る環境づ

くりを目指したい。 


